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 大阪・堺の街にあたらしい文化が生まれます。
芸術文化の発信拠点フェニーチェ堺2019年秋グランドオープン
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世
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シ
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こ
れ
ま
で
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、絵
画
に
は
あ
ま
た
の
美
女
た
ち
が
描
か
れ
て
き
た
。
フ
ェ
ル
メ
ー

ル
の
「
真
珠
の
耳
飾
り
の
少
女
」、ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
「
モ
ナ
・
リ
ザ
」、ル
ノ
ワ
ー
ル
の
「
可
愛
い
イ
レ
ー

ヌ
」、ミ
レ
ー
の
「
オ
フ
ィ
ー
リ
ア
」、菱
川
師
宣
の
「
見
返
り
美
人
」
…
…
。
彼
女
た
ち
の
美
し
さ
は
、

描
か
れ
て
か
ら
1
0
0
年
経
と
う
と
、
5
0
0
年
経
と
う
と
、
永
遠
に
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
観

る
者
は
、
そ
の
口
元
、
そ
の
髪
、
そ
の
ま
な
ざ
し
を
画
面
の
な
か
に
閉
じ
込
め
た
画
家
の
力
量
に
、

た
だ
た
だ
称
賛
を
送
る
こ
と
に
な
る
。
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装
飾
パ
ネ
ル
の
分
野
に
お
い
て
名
実
と
も
に
人
気
画
家
と
な
っ
て
い
く
。
装
飾
パ
ネ
ル
と
は
、
当
時

の
カ
ラ
ー
リ
ト
グ
ラ
フ
の
技
術
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
鑑
賞
用
の
ポ
ス
タ
ー
の
こ
と
で
、
買
い
求

め
や
す
い
パ
ネ
ル
は
一
般
の
家
庭
に
も
「
美
」
の
意
識
を
も
た
ら
し
た
。
多
く
は
、
二
点
な
い
し
四

点
の
連
作
の
形
式
を
と
り
、
堺
市
も
所
蔵
す
る
「
四
つ
の
花
」
や
「
四
つ
の
星
」
シ
リ
ー
ズ
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
縦
長
の
画
面
の
中
央
に
季
節
の
花
々
や
星
の
光
を
そ
れ
ぞ
れ
擬
人
化
し
た
女
性
が
配

さ
れ
る
。
流
れ
る
よ
う
な
自
然
の
曲
線
と
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
文
様
が
融
合
し
た
画
面
の
美
し
さ
は
、

「
ミ
ュ
シ
ャ
・
ス
タ
イ
ル
」
と
も
呼
ば
れ
た
。

　

ま
た
、
生
活
に
美
を
、
と
い
う
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
理
念
の
も
と
に
、
実
用
性
と
美
し
さ
を

備
え
た
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
を
発
信
し
た
ミ
ュ
シ
ャ
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
や
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
、
レ
ス
ト
ラ

ン
の
メ
ニ
ュ
ー
に
ま
で
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
ミ
ュ
シ
ャ
の
息
子
で
あ
る
ジ
リ
・
ミ
ュ
シ
ャ

（
イ
ジ
ー
・
ム
ハ
）
は
、父
ミ
ュ
シ
ャ
の
作
品
を
、フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
に
た
と
え
て
語
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

「
作
者
の
名
前
を
知
ら
な
く
と
も
、
誰
も
が
日
常
的
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
」
と
。

　

民
衆
を
熱
狂
さ
せ
る
、
い
ま
で
い
う
ア
ー
ト
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
よ
う
な
仕
事
ぶ
り
の
一
方
で
、

ミ
ュ
シ
ャ
は
意
外
に
も
、
彫
刻
、
そ
し
て
イ
ン
テ
リ
ア
や
宝
飾
品
な
ど
の
立
体
作
品
の
デ
ザ
イ
ン
も

手
掛
け
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
ア
メ
リ
カ
の
富
豪
の
肖
像
画
製
作
に
力
を
尽
く
し
た
こ
と
も
あ
る
。

そ
れ
に
は
、
い
ず
れ
祖
国
に
戻
っ
て
ス
ラ
ブ
民
族
の
歴
史
を
大
壁
画
に
描
く
た
め
に
、
資
金
を
提
供

し
て
く
れ
る
パ
ト
ロ
ン
を
得
る
目
的
も
あ
っ
た
。
そ
の
計
画
通
り
、
彼
は
1
9
1
0
年
に
祖
国
チ
ェ

コ
に
帰
還
す
る
。
そ
し
て
、
晩
年
を
か
け
て
か
の
地
で
完
成
さ
せ
た
の
が
、
20
点
に
及
ぶ
連
作
〈
ス

ラ
ブ
叙
事
詩
〉
で
あ
る
。

　

2
0
1
7
年
春
、
東
京
六
本
木
の
国
立
新
美
術
館
で
「
ミ
ュ
シ
ャ
展
」
が
開
催
さ
れ
、「
ス
ラ
ブ

叙
事
詩
」
が
来
日
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
こ
の
展
覧
会
の
入
場
者
数
は
65
万
7
千
人
あ
ま
り

を
数
え
、
17
年
に
開
催
さ
れ
た
日
本
に
お
け
る
美
術
展
の
入
場
者
数
第
1
位
と
な
る
ほ
ど
の
人
気
を

博
し
た
の
だ
っ
た
（
ち
な
み
に
第
2
位
は
京
都
国
立
博
物
館
「
国
宝
」
展
の
約
62
万
5
千
人
。
第
3

位
は
東
京
国
立
博
物
館
「
運
慶
」
展
の
約
60
万
人
）。
こ
の
国
立
新
美
術
館
「
ミ
ュ
シ
ャ
展
」
で
の

目
玉
が
、
チ
ェ
コ
国
外
で
は
じ
め
て
全
作
公
開
さ
れ
た
〈
ス
ラ
ブ
叙
事
詩
〉
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
が
、
堺
市
も
ま
た
、
全
80
点
の
展
示
作
品
中
38
点
を
貸
し
出
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
は
一
点

も
の
の
油
彩
も
含
ま
れ
る
。
堺
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
協
力
が
な
け
れ
ば
、あ
れ
ほ
ど
の
充
実
は
な
か
っ

た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
逆
に
考
え
れ
ば
、
堺
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ミ
ュ
シ
ャ
館
で
は
、
い
つ
で
も
世
界

的
な
人
気
を
誇
る
ミ
ュ
シ
ャ
の
作
品
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　

ミ
ュ
シ
ャ
の
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
チ
ェ
コ
か
ら
も
、
活
躍
し
た
パ
リ
か
ら
も
遠
く
離
れ
た
堺
の
地

で
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
充
実
し
た
作
品
群
を
観
ら
れ
る
と
は
、
す
こ
し
不
思
議
な
気
も
す
る
が
、
間

違
い
な
く
幸
福
な
こ
と
で
あ
る
。
大
事
な
点
は
、
た
と
え
そ
の
芸
術
的
な
価
値
や
描
か
れ
た
歴
史
的

背
景
に
つ
い
て
一
切
を
知
ら
ず
と
も
、
ミ
ュ
シ
ャ
の
描
い
た
画
面
を
前
に
す
れ
ば
、
圧
倒
的
に
普
遍

的
な
美
を
湛
え
た
そ
の
女
性
た
ち
の
姿
に
、
た
ち
ま
ち
心
を
つ
か
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
だ
。
1
0
0

年
以
上
、
色
褪
せ
る
こ
と
な
く
人
々
を
魅
了
す
る
ミ
ュ
シ
ャ
の
美
に
、
さ
あ
、
会
い
に
行
こ
う
。

堺 

ア
ルフ
ォ
ン
ス・ミュシ
ャ
館

　

1
8
6
0
年
に
現
在
の
チ
ェ
コ
共
和
国
に
生
ま
れ
た
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
マ
リ
ア
・
ム
ハ
、
活
躍
の
場
と
な
っ

た
パ
リ
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
風
の
発
音
で
、
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ミ
ュ
シ
ャ
と
し
て
名
の
知
ら
れ
た
画
家
も
、
女
性

を
美
し
く
描
く
こ
と
に
情
熱
を
傾
け
て
き
た
。
1
8
9
4
年
、
舞
台
女
優
で
あ
る
サ
ラ
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
が
主
演

す
る
「
ジ
ス
モ
ン
ダ
」
の
演
劇
ポ
ス
タ
ー
を
た
ま
た
ま
手
掛
け
、そ
れ
が
彼
女
の
お
眼
鏡
に
か
な
っ
た
と
き
か
ら
、

ミ
ュ
シ
ャ
の
人
気
画
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
は
始
ま
っ
た
。「
ジ
ス
モ
ン
ダ
」
以
降
、
6
年
に
わ
た
っ
て
描
き
継

が
れ
た
サ
ラ
の
ポ
ス
タ
ー
に
は
、ミ
ュ
シ
ャ
の
特
徴
と
い
え
る
、中
央
の
女
性
の
優
美
さ
、妖
艶
さ
の
ほ
か
に
も
、

背
景
の
円
形
の
装
飾
や
、
植
物
の
モ
チ
ー
フ
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
色
と
文
様
な
ど
が
す
で
に
表
れ
て
い
る
。
演

目
に
応
じ
て
、
サ
ラ
の
姿
は
可
憐
な
少
女
か
ら
男
装
の
麗
人
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
女
性
へ
変
化
し
て
い
る
が
、
い

ず
れ
も
エ
レ
ガ
ン
ト
さ
を
湛
え
、
ど
こ
か
強
さ
す
ら
感
じ
さ
せ
る
。

　

ミ
ュ
シ
ャ
は
こ
れ
と
同
様
の
手
法
で
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
や
お
酒
、
た
ば
こ
な
ど
の
宣
伝
用
ポ
ス
タ
ー
も
多
く
描

い
た
。
こ
れ
ら
の
ポ
ス
タ
ー
が
、
パ
リ
の
街
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
貼
ら
れ
た
情
景
を
想
像
し
て
み
れ
ば
、
通
り

を
急
ぐ
人
や
買
い
物
帰
り
の
マ
ダ
ム
た
ち
が
、
ふ
と
足
を
止
め
て
見
入
っ
て
い
る
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
だ
ろ
う
。

そ
れ
か
ら
1
0
0
年
以
上
が
経
っ
た
現
代
ま
で
、
ミ
ュ
シ
ャ
の
女
性
た
ち
は
、
私
た
ち
を
魅
了
し
つ
づ
け
て
い

る
の
だ
。

　

そ
ん
な
ミ
ュ
シ
ャ
の
、世
界
的
な
所
蔵
数
を
誇
る
美
術
館
が
堺
市
に
あ
る
こ
と
は
、意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
。

Ｊ
Ｒ
阪
和
線
の
堺
市
駅
か
ら
歩
い
て
2
、
3
分
、
駅
に
直
結
し
た
ビ
ル
に
、
堺 

ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ミ
ュ
シ
ャ
館

は
あ
る
。株
式
会
社
ド
イ
の
創
業
者
で
あ
る
土
居
君
雄
氏（
1
9
2
6‐9
0
年
）が
収
集
し
、没
後
、遺
族
に
よ
っ

て
寄
贈
さ
れ
た
ミ
ュ
シ
ャ
と
関
連
作
家
の
作
品
、
約
5
0
0
点
を
所
蔵
し
て
い
る
。
美
術
館
で
は
、
年
に
3
回

程
度
、企
画
展
が
催
さ
れ
る
。テ
ー
マ
に
応
じ
て
構
成
さ
れ
た
、初
期
か
ら
晩
年
期
に
わ
た
る
ポ
ス
タ
ー
、油
彩
画
、

素
描
、
彫
刻
、
宝
飾
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
19
世
紀
末
の
パ
リ
で
流
行
し
た
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
様

式
の
代
名
詞
的
な
存
在
と
な
っ
た
ミ
ュ
シ
ャ
の
、
豊
富
な
作
品
群
を
観
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
ま
た
体
験
型

の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
も
備
え
、
子
供
も
楽
し
め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
た
び
た
び
開
か
れ
て
い
る
。

　

堺 

ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ミ
ュ
シ
ャ
館
で
は
、
華
や
か
な
空
間
の
な
か
で
、
ミ
ュ
シ
ャ
の
長
い
キ
ャ
リ
ア
に
思
い

を
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
、
本
の
挿
絵
な
ど
で
生
計
を
立
て
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、
商
業
ポ
ス
タ
ー
、

江南亜美子（書評家、ライター）

1975年大阪市生まれ堺市在住。近畿大学、京都造形芸術大学非常勤講師。現代日本文学を中心に海外の翻訳小説まで幅広くカバーし、新聞、文芸誌、ファッション誌などで精力的に作品紹介を続ける。

川上未映子責任編集『早稲田文学 女性号』にも論考を発表。共著に『世界の8大文学賞 受賞作から読み解く現代小説の今』（立東舎）、大澤聡編『1990年代論』（河出書房新社）など。

美

《夢想》1898年　リトグラフ、紙

「物語を彩る ミュシャと挿絵の世界」 2018年7月14日（土）～11月11日（日） 
開館時間：
9：30～17：15
（入場は16：30まで）

ミュシャは、生涯にわたって多くの挿絵を手がけてきました。物語をよく理解し独自に咀嚼されたミュシャの
挿絵は、文学的な内容を昇華し、美しく視覚化されています。物語に寄り添うミュシャの「挿絵」をお楽しみください。

主催：（公財）堺市文化振興財団、堺 アルフォンス・ミュシャ館（堺市立文化館）　後援：堺市教育委員会　協力：OGATAコレクション

観覧料：一般500円、高校・大学生300円、小・中学生100円
※小学生未満、65歳以上、障がい者手帳をお持ちの方と介助者は無料　※20人以上100人未満の団体は2割引　※その他提携割引制度あり

TEL：072-222-5533

休館日：月曜日（祝日の場合は開館）　祝日の翌日（7月17日、9月18日、9月25日、10月9日）

　　　 臨時休館日：9月4日・5日　※但し、7/14～11/8の間の休館日となります。

所在地：堺市堺区田出井町1-2-200 ベルマージュ堺弐番館

交通：JR阪和線「堺市」駅、南海バス「阪和堺市駅前」より徒歩約3分

駐車場：ベルマージュ堺地下駐車場、JR堺市駅前第一駐車場

ミュシャ堺  検索

堺 アルフォンス・ミュシャ館

※共に有料。
　専用駐車場はございません。

● 「サラ・ベルナールの世界展」 2018年11月23日（金・祝）～2019年3月3日（日）

2018年秋からの企画展は、ミュシャに縁の深いサラ・ベルナールをテーマにした企画展を予定しています。 堺 アルフォンス・ミュシャ館

予告
文
：
江
南
亜
美
子

昨
年
度
国
内
美
術
展
の
入
場
者
数
第
1
位
と
な
っ
た
国
立
新
美
術
館「
ミ
ュ
シ
ャ
展
」。

展
示
作
品
全
80
点
中
38
点
も
の
貸
出
を
行
い
、展
覧
会
を
成
功
へ
と
導
い
た

堺
市
が
世
界
に
誇
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン（
約
5
0
0
点
所
蔵
）

た 

た

た 

た

そ しゃく

※表紙のデザイン（額装）は実物と異なります。
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SACAY－ALWAYS THE TRIGGER
TRIGGER　英語　名詞：（銃などの）引き金、きっかけ　動詞：（出来事や反応などを）引き起こす、もたらす

「堺はいつでも何かをもたらすきっかけとなっている」という、過去現在問わず、もの、文化など、
何かが始まる躍動感が、この英語のキャッチフレーズにクールに含まれている。

S A C A Y －
A L W A Y S

T H E

T R I G G E R

● PICK UP SACAY ピックアップ公演

S ロW についてはP7をご覧ください

45

チケット ★

にんぎょうげきフェスティバル２０１８
ｉｎ さかい 
7月28日（土）開場：各開演時間の30分前 堺市立東文化会館

東京大衆歌謡楽団
～昭和初期の名曲を唄う～

9月30日（日）開演14：30／開場14：00 堺市立栂文化会館ホール

小原孝ピアノリサイタル2018
～ピアノ名曲フォーユー ＋ 日本を奏でる～

10月7日（日）開演14：00／開場13：30 堺市立栂文化会館ホール

アルテベルコンサート 生糸＆ホリ・ヒロシ
　　　　　　　　　　～絲の調べと人形舞～

11月11日（日）開演14：00／開場13：30 アルテベル（堺市立美原文化会館）ホール

大人も楽しめる作品で、親子が1日過ごせるイベントです。
出演：パペットシアターらせんくらぶ、人形劇団 あ、劇団なんじゃもんじゃ、
影絵劇団むむのこ、人形劇とおはなしのふぅ～、Pことり座、サークルぽっぽ

１日パス券引換時刻 ９：４５
①１０：１５～１１：００ 「ゴリゴリ、ゴリくん！」「一枚の紙でお話いろいろ」
②１１：３０～１２：１５ 「おまつりのよる」「芋ほりどっこいしょ」
③１３：００～１３：３０ 光る影絵「おさんぽ ぽ・ぽ・ぽ」
④１４：2０～１５：3０ 「おじさんと大きな木」 ほか
＜前売＞ 1日券 大人1,000円 子ども500円（3歳以上～小学生）
＜当日＞ 1日券 大人1,200円 子ども600円
自由席

発売中
主催：堺市立東文化会館

～今を歌う 忘れかけた心を照らす唄～ 古き良き昭和の流行歌をこよなく
愛し、過去へタイムトリップしたような懐かしいスタイルで昭和歌謡を歌い
継ぐ。髙島孝太郎（唄）、髙島雄次郎（アコーディオン）、髙島龍三郎（ウッド
ベース）、髙島圭四郎（バンジョー）の4兄弟からなるユニット。中高年層の
みならず、最近では古き良き昭和歌謡を知らない若い世代にも注目されて
いる。世代を超えて彼らの公演で心温まるひとときをご一緒に。

＜前売＞一般2,500円 高校生以下1,000円
＜当日＞一般・高校生以下500円UP
全席指定
※3歳以下1名まで膝上鑑賞無料。
　ただし、座席が必要な場合はチケット必要。

7月6日（金）発売
主催：（公財）堺市文化振興財団

好評放送中のNHK‐FM「弾き語りフォーユー」パーソナリティーの小原孝
のピアノコンサート。ダイナミックな演奏とやさしいトークをお楽しみくださ
い。皆様からのリクエスト曲にもお応えします。

小原孝　プロフィール
1986年国立音楽大学大学院を首席で修了。クロイツァー賞受賞。
1990年のCDデビューより45枚のソロアルバムを発表。ジャンルにこだわらない音
楽性が共感を呼び全国各地でコンサートを行いステージ数は1,000回を超え、演奏
のみならず作詞、作曲、編曲などマルチな音楽活動で活躍中。
出演：小原孝　＜前売＞3,000円 ＜当日＞3,500円　全席指定

7月6日（金）発売
主催：堺市立栂文化会館

源氏物語　夕顔
胡弓と箏による和のユニット「生糸」の絲の調べと、等身大の創作人形を遣
い舞う、ホリ・ヒロシの「人形舞」が幽玄に交錯する稀有なコラボレーション。

出演者　　生糸　　木場大輔（胡弓）
　　　　　　　　　伊藤麻衣子（箏、二十五絃箏）
　　　　　人形舞　ホリ・ヒロシ
　　　　　　　　　帆之亟（ワキ遣い）
　　　　　助演　　折本慶太（十七絃箏）
＜前売＞2,500円 ＜当日＞3,000円　全席指定

8月10日（金）発売
主催：アルテベル（堺市立美原文化会館）

S ロW 53312 S ロ e52066W

★S ロ 51807W ★S ロ 56716W

　

堺
と
言
わ
れ
、
日
本
酒
を
思
い
浮
か
べ
る
人
は
ど
れ
ほ
ど
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

関
西
地
方
で
は
灘
、西
宮
、伊
丹
、伏
見
が
酒
ど
こ
ろ
と
し
て
有
名
で
す
が
、江
戸
時
代
か
ら
明
治
、大
正
に
か
け
、

金
剛
・
葛
城
山
系
の
上
質
な
地
下
水
を
有
し
た
堺
は
こ
れ
ら
と
並
ぶ
産
地
で
、
日
本
を
代
表
す
る
銘
柄
も
数
多
く

生
産
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
堺
の
酒
造
り
は
そ
の
発
展
方
法
が
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
で
、
蔵
ご
と
に
競
い
合
う
他

の
都
市
と
は
違
い
〝
中
世
の
自
治
都
市
の
精
神
〞
を
受
け
継
ぎ
、
各
蔵
が
手
を
取
り
合
い
作
ら
れ
た
酒
造
組
合
が

そ
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

1
8
7
9
年
に
堺
酒
造
組
合
が
組
織
化
さ
れ
、
そ
の
初
代
組
合
長
に
鳥
井
駒
吉
（
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
の
前
身
：
大

阪
麦
酒
会
社
創
業
者
）
が
就
任
。
1
8
8
3
年
に
は
堺
精
米
会
社
を
設
立
。
蒸
気
機
関
式
精
米
機
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
足
踏
み
式
で
蔵
ご
と
に
質
の
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
精
米
の
品
質
を
格
段
に
引
き
上
げ
、
そ
の
結
果
す
べ
て

の
蔵
で
上
質
な
酒
を
造
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
堺
の
酒
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
繋
が
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
す
る
と
そ
の
3
年
後
の
1
8
8
6
年
に
は
堺
醸
造
改
良
試
験
所
を
設
立
。
杜
氏
や
酒
造
り
に
関
わ
る
人
の
教

育
の
場
と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
麹
の
作
り
方
、
麹
と
精
米
の
バ
ラ
ン
ス
、
温
度
、
発
酵
、
保
存
方
法
な
ど
を
分
析
、

研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
酒
の
個
性
を
引
き
出
す
方
法
を
科
学
的
に
解
析
し
、
そ
れ
ら
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
蔵

の
個
性
を
演
出
す
る
こ
と
に
成
功
。
折
し
も
日
本
を
含
め
世
界
は
博
覧
会
ブ
ー
ム
で
、
そ
こ
に
積
極
的
に
出
品
さ

れ
た
堺
の
酒
は
、
質
も
味
わ
い
も
素
晴
ら
し
い
と
、
誰
も
が
認
め
る
酒
と
し
て
国
内
外
に
広
く
認
知
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
「
も
の
の
始
ま
り
何
で
も
堺
」
の
言
葉
ど
お
り
、
堺
の
酒
は
、
現
在
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
地
域
産
業
の
ブ

ラ
ン
ド
化
の
は
し
り
で
、
今
か
ら
約
1
3
0
年
も
前
に
取
り
組
み
、
そ
し
て
大
き
な
成
功
を
遂
げ
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
地
下
水
の
枯
渇
、
そ
し
て
市
街
地
の
た
め
敷
地
の
拡
張
が
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
問
題

と
な
り
堺
の
酒
造
は
衰
退
し
、
つ
い
に
は
昭
和
41
年
、
そ
の
火
は
い
っ
た
ん
消
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
元
禄
2
年
よ
り
堺
で
味
噌
や
醤
油
な
ど
製
造
す
る
「
雨
風
」
が
、
近
年
、
ど
ぶ
ろ
く
の
製
造
販
売
を
始
め
、
4

年
前
に
は
酒
蔵
「
堺
泉
酒
造
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
ま
た
昭
和
22
年
に
廃
業
し
た
益
田
酒
造
の
「
金
の
鳩
」
が
東

京
青
梅
市
の
小
澤
酒
造
と
提
携
し
復
活
を
と
げ
、
縁
の
深
い
百
舌
鳥
八
幡
宮
に
「
金
の
鳩
」
を
奉
納
し
里
帰
り
を

果
た
す
な
ど
、
堺
の
酒
の
歴
史
が
再
び
幕
を
開
け
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

か
つ
て
小
灘
と
呼
ば
れ
一
世
を
風
靡
し
た

　
　
　
　
「
堺
の
酒
造
業
」の
画
期
的
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

ふ
れ
る
堺
。

編　集：（公財）堺市文化振興財団 堺市民芸術文化ホール（フェニーチェ堺）準備室／（株）トリプル・オー

発行人：（公財）堺市文化振興財団　〒590-0946 堺市堺区熊野町東4-4-20 林ビル5F TEL：072-228-0440（平日9：00～17：30） FAX：072-232-0110
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第４０回市民寄席 『桂米朝一門会』
＜前売＞3,000円　＜当日＞3,500円　全席指定
先行発売（抽選）：7月5日（木）／一般発売：8月3日（金）発売
主催：（公財）堺市文化振興財団フェニーチェ堺準備室　制作協力：米朝事務所

国際障害者交流センター（ビッグ・アイ）多目的ホール

29日（月）
開演18：30／開場18：00

10
月

9
月

8
月

S ロ 51854W ★
「第11回栂文寄席」 ～米團治、吉弥二人会～
＜前売＞2,800円 ＜当日＞3,300円　全席指定　発売中　主催：堺市立栂文化会館

堺市立栂文化会館ホール18日（土）
開演14：00／開場13：30

9
月

S ロ 53323W ★

ポルトガルギター＆マンドリン 『マリオネットコンサート』 ～ノスタルジア Ｓａｃａｙ～
＜前売＞1,500円 ＜当日＞2,000円　自由席
発売中　主催：堺市立東文化会館　後援：ポルトガル大使館

堺市立東文化会館フラットホール9日（日）
開演15：00／開場14：30

S ロ 51784

S ロ 53312

　　　　　　　　　リズム★パラダイス 
＜前売・当日＞大人1,500円 子ども800円 ※０歳～２歳は保護者１名につき１名まで膝上無料。　自由席
発売中　主催：（公財）堺市文化振興財団　協力：
手作り楽器体験ワークショップ（材料費別途）や（株）サクラクレパス事業協力による動くと音の出るオリジナル衣装づくりなどあり。

堺市立東文化会館 メインホールほか1日（土）
開始10：00／受付9：45
メインコンサートは14：00開演

S ロ 51571W ★
Ｈｉｇａｓｈｉ Ｊａｚｚ Ｓｔｒｅａｍ ｖｏｌ．４ ～グレンミラー特集～
＜前売＞1,000円 ＜当日＞1,200円　自由席　7月6日（金）発売　主催：堺市立東文化会館

堺市立東文化会館メインホール29日（土）
開演19：00／開場18：30

東京大衆歌謡楽団 ～昭和初期の名曲を唄う～
＜前売＞一般2,500円 高校生以下1,000円　＜当日＞各500円増　全席指定
※3歳以下1名まで膝上鑑賞無料。ただし、座席が必要な場合はチケット必要。
7月6日（金）発売　主催：（公財）堺市文化振興財団

堺市立栂文化会館ホール30日（日）
開演14：30／開場14：00

第47回 堺市新人演奏会
＜前売＞1,200円 ＜当日＞1,500円　自由席　発売中　主催：（公財）堺市文化振興財団

堺市立東文化会館メインホール18日（土）
開演13：30／開場13：00 S ロ ★54982W

アルテベルジャズコンサート ～Saturday Ｊａｚｚ Ｔｉｍｅ Ｖｏｌ.４８～
＜前売・当日＞1,000円　自由席　発売中　主催：アルテベル（堺市立美原文化会館）

アルテベル（堺市立美原文化会館）ホール18日（土）
開演19：00／開場18：30

堺アート・ワールド2018
ライブペインティング、ワークショップ（材料費別途）、アートマーケット・フードコーナーなど。
８/５（日）堺市少年少女合唱団・堺リーブズハーモニーによるコンサートあり。
入場無料（別途、ワークショップなど参加費あり）　主催：（公財）堺市文化振興財団　後援：堺美術協会

堺市産業振興センターイベントホール8月4日（土） 12：00～
8月5日（日） 10：00～

市民参加型事業 「栂文朗読発表会」
入場無料　自由席　※入場制限あり　※未就学児入場不可　主催：堺市立栂文化会館

堺市立栂文化会館 3階 第1講座室9月2日（日）
開演13：30／開場13：00

第4回 夏休みこども映画まつり 「パディントン２」
入場無料　全席指定　各回：３００名　事前参加申し込み：往復葉書に必要事項を記入し申込（１通につき４名まで）。
締切：７月１４日(土)必着　※応募多数の場合は抽選　主催：堺市立東文化会館

堺市立東文化会館メインホール8月9日（木）
午前の部 開演10：00／開場9：30
午後の部 開演13：30／開場13：00

堺市少年少女合唱団・堺リーブズハーモニー定期公演　
入場無料　自由席　主催：（公財）堺市文化振興財団　第1ステージ「合唱」、第2ステージ「ミュージカル」

ウェスティ（堺市立西文化会館）ホール9月16日（日）
開演13：30／開場13：00

堺市民芸術祭 ※９月開催分　
９月８日（土）１３：００～１７：００　堺市邦楽協会演奏会　韻と唄の融和（堺市立東文化会館 メインホール）
９月１６日（日）１２：３０～１６：３０　（出句料１，０００円）　第３２回堺市民芸術祭川柳大会（堺市立栂文化会館　第１講座室）
９月２２日（土）１０：３０～１７：００　新舞踊の会（堺市立栂文化会館 ホール）
９月２３日（日）１０：３０～１４：００　日本舞踊の会（堺市立栂文化会館 ホール）　１４：００～１７：００　民舞踊の会（堺市立栂文化会館 ホール）
入場無料　自由席　主催・問合せ：堺市文化団体連絡協議会 072-228-1144　後援：（公財）堺市文化振興財団

9月8日（土）
9月16日（日）
9月22日（土）
9月23日（日）

WEB購入（詳細P9）チケット 電話・窓口購入（詳細P9） 未就学児入場不可 主催・問い合わせ先はP9へｅ＋（イープラス）

http://eplus.jp ★

子どもアートプロジェクト
高校生以上300円 ３歳以上～中学生２００円 ２歳以下無料　※障がい者手帳をお持ちの方と介助者の方は無料
主催：堺市　共催：堺市立東文化会館　※水曜日は休館日（７月１８日・２５日、８月１日・８日）

堺市立東文化会館ギャラリー

10：00～16：30
（入場は16：00まで）

7月14日（土）～16日（月）
7月21日（土）～8月12日（日）

繋がる、広がる、若手アーティストのちから。

さかいアートパワー ～堺市新進アーティストバンク美術展
ワークショップ（有料）の開催・オープニングコンサート（観覧無料）もあり　主催：（公財）堺市文化振興財団　共催：さかい利晶の杜
基本入館料（一般300円 高校生200円 中学生以下100円）のみ必要

さかい利晶の杜 企画展示室ほか

9：00～18：00
（入館は17：30まで）

7月29日（日）～
8月19日（日）

にんぎょうげきフェスティバル 2018 in さかい
＜前売＞大人1,000円 子ども500円（3歳以上～小学生） ＜当日＞大人1,200円 子ども600円
自由席　発売中　主催：堺市立東文化会館　※2歳以下のお子様は膝上鑑賞無料

堺市立東文化会館メインホール ほか

28日（土）

S

ロ

ぴ

e ★

487-041

53688

W

ジョイントコンサート
＜前売・当日＞1,000円　自由席　発売中
主催：堺市合唱連盟　共催：堺市立栂文化会館　問合せ：堺市合唱連盟事務局 090-9253-4552 北川

堺市立栂文化会館ホール11日（日）
開演14：00／開場13：3011

月

S

アルテベルコンサート 生糸＆ホリ・ヒロシ ～絲の調べと人形舞～
＜前売＞2,500円　＜当日＞3,000円　全席指定
8月10日（金）発売　主催：アルテベル（堺市立美原文化会館）

アルテベル（堺市立美原文化会館）ホール11日（日）
開演14：00／開場13：30

TANGO COQUETAコンサート
with ROBERTO DE LOZANO & MAKO ～情熱と哀愁のアルゼンチンタンゴ～
＜前売＞1,000円　＜当日＞1,500円　自由席　7月6日（金）発売　主催：堺市立東文化会館

堺市立東文化会館フラットホール6日（土）
開演15：00／開場14：30 ★S ロ 51603W

堺シティオペラ 子どもオペラぷら座「金の斧・銀の斧」
＜前売・当日＞一般２，０００円 子ども（３歳～小学生）５００円
※３歳未満のお子様も席が必要な場合は有料　13：30～14：00までロビーイベントあり
自由席　7月20日（金）発売　主催：（公財）堺市文化振興財団　共催：堺シティオペラ（一社）

堺市立東文化会館メインホール13日（土）
開演14：00／開場13：30 S ロ 57183W

小原孝ピアノリサイタル2018 ～ピアノ名曲フォーユー ＋ 日本を奏でる～
＜前売＞3,000円　＜当日＞3,500円　全席指定　7月6日（金）発売　主催：堺市立栂文化会館

堺市立栂文化会館ホール7日（日）
開演14：00／開場13：30 ★S ロ 51807W

7
月

S ロ e52066W

★S ロ 56716W

S ★W

落語家・僧侶 露の団姫（つゆのまるこ）講演会
「一隅を照らす～自分の持ち場で一生懸命～」
＜前売＞1,500円 ＜当日＞2,000円　自由席
発売中　主催：アルテベル（堺市立美原文化会館）

アルテベル（堺市立美原文化会館）ホール

26日（日）
開演14：00／開場13：30

ケロポンズファミリーコンサート
～ケロポンズとエビカニクスでおどっちゃお～
＜前売＞一般２,０００円 子ども（3歳以上）８００円 ＜当日＞一般２,５００円 子ども（3歳以上）１,０００円　全席指定
発売中　主催：アルテベル（堺市立美原文化会館）　※３歳児未満膝上無料（但し、席が必要な場合は有料）

アルテベル（堺市立美原文化会館）ホール

29日（土）
開演14：00／開場13：30

アルテベル「ウインドクリニック＆コンサート」
＜前売＞800円 ＜当日＞1,000円　自由席　発売中　主催：アルテベル（堺市立美原文化会館）
クリニック／大阪芸術大学教員による講習、コンサート／学生ウインドオーケストラによる演奏

アルテベル（堺市立美原文化会館）ホール30日（日）
クリニック 9：30～11：30
開演14：00／開場13：30

堺市立東文化会館、堺市立栂文化会館

～子どもから大人まで楽しめる!
みんなで楽しむ打楽器コンサート～

詳細はP5
ピックアップ
ページ参照 W

S ロ 56755W ★

※窓口購入のみ

S ロ 56752W

★S ロ 56736W

、他



チケット購入方法

（公財）堺市文化振興財団ホームページ

https://www.sakai-bunshin.com

堺市文化振興財団チケットセンター（平日9：00～17：30）

072-228-0055

WEBで予約
サカイメイト　検索

sacayメイト募集

●24時間予約OK
●財団HP「チケット購入方法」から予約
●sacayメイトの登録が必要です。（WEB予約はログインIDとパスワードでログイン）
●お支払いはクレジットカード決済かセブンイレブン支払から選べます
●チケット引取は下記窓口かセブンイレブンから選べます

●ご購入いただいたチケットは公演中止を除き、変更・キャンセルはできません。　●紛失・破損等いかなる場合においても再発行はいたしません。

●先行予約 　チケットがいち早く予約できる（一部公演を除く）
●WEBチケット購入 　24時間どこからでもチケットが買える

●メルマガ配信 　最新の公演情報をメールでいち早くお届け
●その他 　お得な情報が届くかも？　

フェニーチェ堺・（公財）堺市文化振興財団　寄附のお願い
フェニーチェ堺をはじめ（公財）堺市文化振興財団をご支援いただく寄附金を募集しております。

詳しくはホームページ、又は（公財）堺市文化振興財団 総務課までお問い合わせください。

TEL：072-228-0114(平日9：00～17：30) FAX：072-228-0115

4つのsacayメイト特典

詳しくは

登録無料

89

TELで予約

窓口で直接購入
下記で空席状況を確認しながら、座席を選んでご購入いただけます。

（公財）堺市文化振興財団やフェニーチェ堺で取り扱うチケットを便利にご購入いただけるサービスです。

●チケット引取は下記窓口か郵送から選べます

※発売日翌週の月曜日より受付開始（公演により異なる場合があります）

（公財）堺市文化振興財団 堺市堺区熊野町東4-4-20 林ビル6階 / 南海高野線「堺東」駅徒歩約10分
TEL：072-228-0440 FAX：072-232-0110 / 土曜・日曜・祝日 および年末年始休販売 9：00～17：30

堺市立栂文化会館 堺市南区桃山台2-1-2 / 泉北高速鉄道「栂・美木多」駅前
TEL：072-296-0015 FAX：072-291-7083 / 月曜および年末年始休販売 9：00～20：00

堺市立東文化会館 販売 9：00～20：00
堺市東区北野田1084-136 / 南海高野線「北野田」駅直結
TEL：072-230-0134 FAX：072-230-0138　
水曜（祝日の場合は開館）および年末年始休

アルテベル
（堺市立美原文化会館） 販売 9：00～20：00

堺市美原区黒山167-1 / 南海バス「美原区役所前」バス停前
TEL：072-363-6868 FAX：072-363-0070
第2・第4月曜（祝日の場合は開館）および年末年始休

情報誌設置場所（季刊）
堺市各区役所情報コーナー、文化会館、図書館、その他堺市関係施設。

南海本線・高野線、泉北高速鉄道の主要駅。その他、配布協力施設など。

サ カ イ

イラスト ： 一色 美奈保

登録数
1万人
突破!!

サカイメイト　検索
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SACAYとは？？
中世において宣教師により記された、ヨーロッパでの印刷による単独の日本地図としては

最初の図となるテイセラ/オルテリウス「日本図」（1595年）に記載された「堺」の表現です。

本州で国名以外の表記があるのは、堺（SACAY）と都（MEAKO）の二都市のみであり、

自由・自治都市、また国際貿易港として大いに繁栄した当時の堺を彷彿とさせる表現です。

2,000席の大ホール
大ホールは大阪府内の公共ホールで唯一と

なる2,000席を有します。芸術文化の発信拠

点となるべく、クラシックやバレエ、伝統芸能、

ポップスなど多彩なジャンルの催しを準備中。

『フェニーチェ堺』とは？？
堺は幾度の戦火から不死鳥のよう

に蘇ってきました。また、中世、宣教

師にイタリアのベニスのごとしと称

されたことから、不死鳥（フェニック

ス）をイタリア語で表現しています。

FENICE SACAY  フェニーチェ堺
新しいSACAYの文化が始まる

外観イメージ

2019年秋
グランドオープン

イタリア料理の名店  「ポンテベッキオ」が出店！

　「ポンテベッキオ」オーナーシェフを務めるのは、

日本イタリア料理界を代表する山根大助氏。北浜

本店の他、3店舗展開中。イタリアの権威あるレス

トランガイドにおいて日本のイタリアンレストランで

最高評価を獲得されています。魅力ある街づくり、

賑わいづくりを創出！ 「本物」にこだわったイタリアン

を堺で楽しんで頂けます。

ホール愛称

21世紀の第九 ～第九とアダージェット～ 2018年12月28日（金） ザ・シンフォニーホール開演１9：００／
開場１8：００

7月22日（日）発売　全席指定　A席６,０００円　B席４,５００円
主催：ＡＢＣテレビ　共催：堺市、（公財）堺市文化振興財団　協力：ザ・シンフォニーホール　問合せ：ABCチケットインフォメーション０６-６４５３-６０００
堺市民割引（A席のみ）5,400円　詳細は、財団ＨＰへ。　堺市民割引ＷＥＢ先行（抽選）：７月１２日（木）昼１２：００～ ★

S

ロ

ぴ 119-780

56848

W

チケット S ロ eW についてはP7をご覧ください　※堺市民割引は窓口販売のみ（要身分証、取扱い窓口は財団HPへ。）★

年末には「第九」を
多田純一

　かつて、年末の大晦日には家族揃って「紅白歌合戦」を見る、という時
代があった。近年では「日本人の心」と言われてきた演歌枠は減り、視聴
率も低迷し、様相が変わってきている。しかし、それでもまだ4割もの人々
が観ているのだから、年越しという特別な時間を感じさせる役割のひとつ
となっているようである。
　「紅白」と同様に、年末に行われる主要な音楽イベントとして根強い人
気があるのは、ベートーヴェン作曲《交響曲 第9番》ニ短調 作品125の演
奏会である。「サントリー 1万人の第九」をはじめ、「第九ひろしま」や
「TOKYO FM 夢の第九コンサート」などの恒例となっている主要なイベ
ントは、単に規模が大きいというだけではない。多くの参加者が自ら歌う感
動を得るために練習を重ね、達成感を得て1年を締めくくる特別な演奏会
なのだ。「紅白」と「第九」が共通するキーワードは「歌」である。
　その一方で、「第九」の一言で通じるこの作品を通して聴いたことがな
い、という人も実は多いのではないだろうかと私は考えている。なぜなら
ば、全体を通して聴くと概ね60分から70分ほどの大作だからである。しか
しながら、だからこそ是非とも全体を通して聴いていただきたい作品だ。
先ほど記載した通り、この作品の作品番号は125となっている。すなわち、
ベートーヴェンの後期作品に位置しており、すべての《ピアノ・ソナタ》を作
曲し終えた後に完成した《交響曲》の最後の作品でもあり、彼の人生をか
けた集大成となる作品のひとつであると言っても過言ではない。ベートー

多田純一
堺市出身。大阪芸術大学大学院芸術研究科博士後期課程修了。博士号(芸術文化学)を取得。藤井
美津子、安部ありか、前田則子の各氏に師事。アンジェイ・ヤシンスキ氏の公開レッスンを受講。ショパン
作品および『バイエル』に関するエディション研究、日本におけるショパン受容、ピアニスト・澤田柳吉の
研究において論文多数。講演やレクチャー・コンサートも行っている。奈良佐保短期大学専任講師。

ヴェンの難聴については諸説あるので一概には言えないが、この作品の
作曲時にはほぼ聞こえていなかったと言われている。1824年5月にウィー
ンで初演された演奏会にはベートーヴェン自身も立ち会ったとされている
が、聴衆の拍手の音に気付かなかったというエピソードも伝えられている。
　この作品の日本人による公式な初演は、1924（大正13）年11月に行われ
た東京音楽学校での演奏とされている。しかし、日本国内の演奏史・受容
史として見た時、重要な出来事としてそれよりも前の1918（大正7）年6月
に徳島県の板東俘虜収容所で行われたドイツ人による演奏が挙げられ
る。この演奏を本邦初演と考えると、今年はちょうど100周年である。第1次
世界大戦により俘虜としたドイツ人との友好的な関りについては『バルトの
楽園』として映画化され、話題になった。第2次世界大戦では学徒を送る
ために、また、追悼するためにも演奏された。いずれの場合にも、この交響
曲が「合唱付き」であることに意味があるのではないだろうか。
　歴史の裏表に見られる様々なエピソードは、この作品が持つ生命力と
「歌」に人々が惹きつけられることの証なのだろう。

ぴ

ふ   りょ



第４０回市民寄席
『桂米朝一門会』
10月29日（月）開演18：30／開場18：00 

国際障害者交流センター
（ビッグ・アイ）多目的ホール

お待たせいたしました。恒例の米朝一門会。
＜前売＞3,000円　＜当日＞3,500円　全席指定
先行発売（抽選）：7月5日（木）／一般発売：8月3日（金）発売
主催：（公財）堺市文化振興財団フェニーチェ堺準備室　制作協力：米朝事務所

1213

　６月８日の夕刻「さだまさし ライブとお話」は、時おり強く雨が降
るなか始まった。期待で胸をふくらませる、厳正な抽選で当選した
幸運な112人の観客の前に、柔和な笑顔をうかべてひょいと姿を
あらわしたさだ氏は、ギター一本で、「案山子」や「Birthday」など
のヒット曲を披露していく。演奏の合間には、さだ氏のもうひとつの
代名詞というべき軽妙なトークが挟まれ、「Birthday」が生まれる
きっかけとなった岐阜県谷汲村（現揖斐町）での笑福亭鶴瓶さん
との旅の思い出も語られた。
　南宗寺の本堂で行なわれたライブは、舞台に向かって左手に
国の名勝庭園に指定されている枯山水の庭が広がり、閉じられ
たホールとはまた異なる音の響きを生む。雨音や雷鳴が、ギター
やさだ氏の繊細な歌声の、伴奏となるような瞬間も。
　次第に会場の空気が一体化するムードに包まれて、ライブも後
半へ。13歳で郷里の長崎を離れ、東京でバイオリンの英才教育を
受けていたころのエピソードでは、折々での人との出会いが、自身
の音楽を作ってきたと語る。東日本大震災での被災地慰問や、災
害時の支援活動のために「公益財団法人 風に立つライオン基
金」を設立するなど、被災者支援に尽力を続けるさだ氏の、心の
あたたかさが垣間見えるシーンとなった。
　日本で最も多くソロ・コンサートを行なう歌手としても知られ、積
み重ねたその数はおよそ4300回を数える。「たいていのところに
は行きましたから、どんな会場で歌うことになってももう驚きません

よ」と笑うさだ氏に、新しく生まれる「フェニーチェ堺」に期待する
点を伺うと、「僕ら演者側は、スタッフの動線がスムーズに確保され
るといいな」と冗談めかして語ったのち、「どんなホールがあるか
はその街の文化のひとつのバロメーターになります。でもお金の
かかったホールであればいいわけではない。街の人が愛せる場
所になるように、心をこめて手をかける必要があるでしょうね」
　レコードデビュー45周年を記念する、45作目のオリジナルアルバ
ム『Reborn』のリリースを控え、「いつまでも生まれ変わる新鮮な
気持ちで音楽にのぞみたい」と、さだ氏。ライブ後に行われた観客
との集合写真の撮影まで、笑顔の絶えないひとときとなった。

2019年秋
フェニーチェ堺グランドオープン
～1年前カウントダウンイベント～
開催日：2018年9月16日（日）
開催場所：Minaさかい（市民交流広場/堺市役所前）
                 南海高野線「堺東」駅前

来年秋のオープンに向け、カウントダウンイベントを開催!!
カウントダウンセレモニーをはじめ、豪華ゲストによる
ステージ、スタンプラリー、フードコートなどで地域一帯
を盛り上げます。

※イベントの内容は変更になる可能性がありますので、ご了承ください S ロぴ e ★487-041 53688W 、他

南宗寺の宴
ライブレポート

さだまさし ライブとお話

　6月14日の南宗寺は晴天に恵まれ、本堂にも心地よい風が入る
夕刻に、佐渡裕さんと辻井伸行さんによるライブとお話はスタート
した。まず佐渡氏がひとりで登場、13歳のときから知るという辻井
氏を「のぶくん」と呼び、「のぶくんのピアノの前にやります」と縦笛
とフルートをチャーミングに披露した。辻井氏が最初に演奏したの
は、自身が作曲を手掛けた「神様のカルテ」。本堂を流れていく澄
み渡る軽やかな音色に、佐渡氏も目をつむって聞きほれた。
　つい先週にはウィーンにて、佐渡氏が音楽監督を務めるトーン
キュンストラー管弦楽団定期演奏会でラヴェルのピアノ協奏曲を
共演したおふたり。現在、若干29歳にして世界を股にかける活躍
をみせる辻井氏を佐渡氏が最初に知ったのは、ある記者経由で
辻井氏のご母堂から託されたCDであり、入浴中に何気なく試聴
しただけでその才能の煌めきに気がついたのだとか。直後に実
現した初対面の際、音色に涙したことも、佐渡氏から率直に語ら
れる。辻井氏は、「会いたいと言ってもらえて嬉しかった。その二、
三か月後にはパリで公演する話になりましたね」と、驚きのエピ
ソードを笑顔で披露した。
　お話には、2009年に「第13回ヴァン・クライバーン国際ピアノ・コ
ンクール」で日本人初の優勝を果たした辻井氏のコンクール秘話
なども。音楽を通して育まれた信頼関係は、師弟の枠を超えて尊
敬しあう音楽家同士のそれであると、観客にも感じられた。
　佐渡氏のリクエストでドビュッシー「月の光」が演奏され、優しく
ぬくもりのあるピアノの音色に会場全体がすっぽりと覆われていく。

氏は「辻井くんのピアノを聴くと二か月は善人でいられる気がしま
す」と独特の表現でその才能を褒めたたえた。ジャズテイストが聴
く者の心を躍らせるカプースチンの「演奏会用練習曲第1番」や、
フルートとピアノで二人が共演した辻井氏編曲「ジェニーへのオ
マージュ」、エルガー「愛の挨拶」も、観客に「南宗寺の宴」ならで
はのスペシャル感をもたらした。
　佐渡氏は「フェニーチェ堺」に、「堺だけでなく大阪全域、神戸、
京都からも来たいと思わせる、広場のような、人々に愛される場所
になってほしい。演奏会にいくという人生を楽しむチャンネルを広く
提供できるように」と期待を寄せる。辻井氏から「ぜひフェニーチェ
堺でも佐渡さんと共演できればいいですね」と弾むような言葉が
それに続いた。

辻井伸行×佐渡裕 ライブとお話

フェニーチェ堺 Presents 『南宗寺の宴 ～利休に捧ぐ～ 2018』
山下洋輔（ジャズ・ピアノ）、桐竹勘十郎（人形浄瑠璃）、平原綾香、さだまさし、辻井伸行×佐渡裕（フルートとリコーダー）
南宗寺本堂で5月26日から6月14日にかけ行われた豪華ラインナップのライブレポート

予告

チケット S ロ eW についてはP7をご覧ください★ぴ

な ん しゅう  じ

文：江南亜美子
写真：飯島 隆

詳細は8月にHPでお知らせ フェニーチェ堺　検索
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2019年秋グランドオープン

フェニーチェ堺 
プレコンサート
シリーズ
フェニーチェ堺が
今年度自信を持って
お勧めする演奏会

第56回大阪国際フェスティバル2018

サー・サイモン・ラトル指揮
ロンドン交響楽団
クリスチャン・ツィメルマン（P）

2018年9月23日（日） 開演１４：００／開場１３：００
発売中　全席指定　S席２９,０００円　A席２４,０００円
主催：（公財）朝日新聞文化財団、朝日新聞社、
　　 大阪国際フェスティバル協会、フェスティバルホール
共催：堺市、（公財）堺市文化振興財団
問合せ：フェスティバルホールチケットセンター ０６-６２３１-２２２１

フェスティバルホール

ザ・シンフォニーホール ザ・シンフォニーホール

ザ・シンフォニーホール ザ・シンフォニーホール

ザ・シンフォニーホール フェスティバルホール三代澤康司の
ドッキリ！ ハッキリ！ クラシックです！

2018年10月20日（土） 開演１４：００／開場１３：００
発売中　全席指定　A席５,０００円　B席４,０００円
主催：ＡＢＣテレビ
共催：堺市、（公財）堺市文化振興財団
協力：ABCラジオ
協力：ザ・シンフォニーホール
問合せ：ABCチケットインフォメーション ０６-６４５３-６０００

及川浩治
ピアノ・リサイタル 「名曲の花束」

2018年10月28日（日） 開演１４：００／開場１３：００
発売中　全席指定　４,０００円
主催：朝日友の会、ABCテレビ
共催：堺市、（公財）堺市文化振興財団
後援：朝日新聞社
協力：エイベックス・クラシックス・インターナショナル
協力：ザ・シンフォニーホール
問合せ：ABCチケットインフォメーション ０６-６４５３-６０００

エフゲニー・キーシン
ピアノ・リサイタル

2018年11月10日（土） 開演１5：００／開場１4：００
発売中　全席指定　A席１９,０００円　B席１６,０００円
主催：ABCテレビ
共催：堺市、（公財）堺市文化振興財団
協力：ザ・シンフォニーホール
問合せ：ABCチケットインフォメーション ０６-６４５３-６０００

イーヴォ・ポゴレリッチ
ピアノ・リサイタル

2018年12月2日（日） 開演１5：００／開場１4：００
7月22日（日）発売　全席指定
A席１２,０００円　B席１０,０００円　C席８,０００円
主催：ＡＢＣテレビ
共催：堺市、（公財）堺市文化振興財団
協力：ザ・シンフォニーホール
問合せ：ABCチケットインフォメーション ０６-６４５３-６０００

堺市民割引ＷＥＢ先行（抽選）：７月１２日（木）昼１２：００～

21世紀の第九
～第九とアダージェット～

〔指揮〕ケン・シェ
〔管弦楽〕日本センチュリー交響楽団
〔合唱〕京都バッハ・アカデミー合唱団
〔独唱〕上村智恵（S）、山田愛子（A）、松本薫平（T）、萩原寛明（Br）
マーラー：交響曲第5番より“アダージェット”
ベートーヴェン：交響曲第9番「合唱付」

2018年12月28日（金） 開演１9：００／開場１8：００
7月22日（日）発売　全席指定
A席６,０００円　B席４,５００円
主催：ＡＢＣテレビ
共催：堺市、（公財）堺市文化振興財団
協力：ザ・シンフォニーホール
問合せ：ABCチケットインフォメーション ０６-６４５３-６０００

堺市民割引ＷＥＢ先行（抽選）：７月１２日（木）昼１２：００～

テオドール・
クルレンツィス指揮
ムジカエテルナ
パトリツィア・コパチンスカヤ（Vn）

2019年2月14日（木）
9月22日（土）発売

先行販売あり
詳細はHPへ

SW

★

サー・サイモン・ラトルが名門ロンドン交響楽団の
音楽監督に就任。記念すべき初ツアー。
バーンスタイン：交響曲第2番「不安の時代」
                   クリスチャン・ツィメルマン（ピアノ）
マーラー：交響曲第9番 ニ長調

三代澤アナウンサーとウィーン在住の指揮者寺岡清高さんが
クラシックの秘密を大人目線で解き明かす新感覚コンサート。
15回目を迎える今年は大人のための「ワルツ」入門！ ザルツブルグ音楽祭をも席巻した話題の風雲児、

クルレンツィス初来日プロジェクト！
新たな伝説の幕開け！ 今聴かないと一生後悔！？ 大阪公演決定！
チャイコフスキー：
ヴァイオリン協奏曲 ニ長調 op.35
交響曲第6番 ロ短調 op.74「悲愴」

人気・実力共に日本を代表するピアニストが贈る
誰もが聴きたい、ベストピアノ名曲集。
J.S.バッハ：幻想曲とフーガ ト短調 BWV 542［リスト編］
リスト：ラ・カンパネラ［ブゾーニ編］
ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ第14番 嬰ハ短調「月光」op.27-2
ショパン：別れの曲 ホ長調 op.10-3
リスト：愛の夢 第3番
ストラヴィンスキー：ペトルーシュカからの3楽章　他

巨匠への道を歩む永遠のスターが贈る！
ベートーヴェン ピアノ・ソナタ第29番変ロ長調
「ハンマークラヴィーア」op.106
ラフマニノフ「10の前奏曲」op.23より、「13の前奏曲」op.32より

モーツァルト：アダージョ ロ短調 K.540
リスト：ピアノ・ソナタ ロ短調
シューマン：交響的練習曲 op.13（遺作変奏付き）

堺市民割引 3,600円 

©Oliver Helbig ©Hiromichi Yamamoto and DGG ©Johann Sebastian Hänel / Deutsche Grammophon ©Malcolm Crowthers

©Ayumu_Gombi ©Eisuke Miyoshi ©Anton Zavjyalov
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詳細は、
財団ＨＰへ。

堺市民割引 A席のみ 4,500円 詳細は、
財団ＨＰへ。

堺市民割引 A席のみ
5,400円 詳細は、

財団ＨＰへ。

堺市民割引 A席のみ 17,100円 詳細は、
財団ＨＰへ。

堺市民割引 A席のみ 10,800円 詳細は、
財団ＨＰへ。

、他

チケット S ロ eW についてはP7をご覧ください　※堺市民割引は窓口販売のみ（要身分証、取扱い窓口は財団HPへ。）★ぴ


